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★★ □ （1）　次の文章のア～ウに当てはまる語句を答えよ。

★ □ （2）　P波とS波のゆれをそれぞれ何というか。

★★★ □ （3）　図1は、観測地点Ａ～Ｄのどの地点の記録であると考えられるか。記号で答えなさい。

★★★★ □ （4）　この地震が発生した時刻を求めなさい。

★★★ □ （5）　地震の震度とマグニチュードとは何か。それぞれ簡単に書け。

★★★★ □ （6）　

★★★★ □ （7）　

　ある地震について、図1は観測地点Ａ～Ｄのいずれかにおける地震計の記録である。また表1は、この地震
で記録されたデータである。図2は、地震のゆれの記録する地震計のしくみを示したものである。

地球内部において、地震が発生した場所を（　ア　）といい、その真上の地表の地点を（　イ　）という。地
震の波は、地盤の中を伝わっていくが、P波とS波があるため、地上で地震のゆれを観測すると、初め小
さなゆれが起こり、続いて激しいゆれとなることが一般的である。小さなゆれが起こり、続いて激しいゆ
れが起こり、続いて激しいゆれが起こるまでの時間を（　ウ　）という。

地震の揺れによって地盤が軟らかくなり建物が倒れたり、地中の水は噴き出してくる現象を何といいま
すか。

図2についての説明で、文中の(　　　)内にあてはまる言葉をア、イから1つ、ウ、エから1つそれぞれ選
んでその記号を書け。

地震計は、地震で地面がゆれても、①（アおもりとペン　　イ記録紙）は、ほとんど動かないので、地震
のゆれを記録することができる。観測点で記録されるはじめの小さなゆれを初期微動といい、そのゆれ
は伝わる速さの速い②（ウＰ波　　エＳ波）によるものである。

目標時間

40分2.地震

単元4 大地の変化

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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地点 初期微動が始まった時刻 主要動が始まった時刻 震源から距離

Ａ 8時30分03秒 8時30分09秒 36ｋｍ

Ｂ 8時30分07秒 8時30分17秒 60ｋｍ

Ｃ 8時30分15秒 8時30分33秒 108ｋｍ

Ｄ 8時30分27秒 8時30分57秒 180ｋｍ

合計日付

小計

（3）

① ②

（4） （5）

　時　　　　分　　　　秒

震度 マグニチュード

（6） （7）

（1） （2）
ア イ ウ P波 S波
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★★★★ □ （1）　初期微動継続時間を正しく表しているものを、次のア～エから1つ選び記号で答えない。

ア　地震発生時からＰ波が届くまでの時間である。

イ　地震発生時からＳ波が届くまでの時間である。

★★★ □ （2）　地震の発生した時刻はいつですか。

★★★★ □ （3）　Ｓ波の速度を求めなさい。

★★★★ □ （4）　震源地を右の図3のア～ケから選び、記号を答えなさい。

★★★★ □ （5）　

　　ア　地震の規模は同じで、初期微動継続時間も変わらない。

　　イ　地震の規模は同じであるが、初期微動継続時間は大きく変わる。

　　ウ　地震の規模は異なるが、初期微動継続時間は変わらない。

　　エ　地震の規模は異なり、初期微動継続時間も大きく変わる。

★★★★ □ （6）　

★★★★ □ （7）　次の文中の（　　　）にあてはまる語を、漢字で答えなさい。

ごく近い地質時代にくり返しずれて活動した証拠がある断層を（　　　　）といい、今後も地震を起こす可
能性がある。

この地震と震源が同じでマグニチュードが異なる地震が発生したとする。この場合、地震の規模と初期
微動継続時間について正しく説明しているものを、次のア～エから1つ選び記号で答えなさい。

次の文は、日本列島付近で発生する地震の震源の分布について述べようとしたものである。文中の
Ｘ、Ｙの（　　　）内にあてはまる言葉の組み合わせとして最も適当なものを，右下の表のア～エから一
つ選んで、その記号を書きなさい。

日本付近の大陸側のプレート（陸のプレート）と太平洋側のプレート
（海のプレート）との境界で発生する地震の震源の分布は太平洋側
から日本海側に向かって震源の深さが（　Ｘ　）になる。これは、日本
列島の下に（　Ｙ　）のプレートが沈み込んでいるためであり、プレー
トの境界に強い力がはたらき、地下の岩石が破壊されて地震が起こ
ると考えられている。

　次の図は、Ａ～Ｅの5つの地点で記録された地震計の記録を示したものです。図1のＡ地点とＢ地点は、震
源から360ｋｍ、120ｋｍ離れていますが、どちらがどの距離かはわかっていません。また、図2はこのときに
記録された地震波の到着時刻と震源からの距離の関係を示したものです。あとの各問いに答えなさい。ただ
し、震源は浅く震央との距離の差はないものとします。

ウ　地震発生時からＰ波が届くまでの時間から、地震発生時からＳ波が届くまでの時間を引いた時間
   である。

エ　地震発生時からＳ波が届くまでの時間から、地震発生時からＰ波が届くまでの時間を引いた時間
  である。

2

Ｘ Ｙ

ア 浅く 大陸側

イ 浅く 太平洋側

ウ 深く 大陸側

エ 深く 太平洋側

（1） （4）

（5） （6） （7）

（3）

　　         　ｋｍ/s

（2）

時　　　　分　　　　秒

図2

小計
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